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棟
 
方
 
兼
 
夫
 

喜
良
市
（
学
識
経
験
）
 

農
業
委

員
改

選
 

会
長
に

古

川
幸
治
氏
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任
期
満
了
に
伴
う
金
木
町
農
業

委
員
の
選
挙
は
、
七
月
二
日
告
示

さ
れ
、
定
数
十
名
（
第
一
選
挙
区

金
木
地
区
五
名
、
第
二
選
挙
区
・

嘉
瀬
地
区
三
名
、
第
三
選
挙
区

・

喜
良
市
地
区
二
名
）
に
対
し
て
定

数
内
十
名
の
立
候
補
者
が
あ
り
、
 

無
投
票
で
十
名
の
委
員
が
農
家
の

信
任
を
得
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
月
ニ
十
五
日
に
開
か

れ
た
組
織
会
に
は
、
農
協
な
ど
か

ら
推
薦
さ
れ
た
六
名
を
含
め
た
十

六
名
が
出
席
し
会
長
に
古
川
幸
治

氏
、
第

一
会
長
職
務
代
理
者
に
三

潟
成
太
郎
氏
、
第
二
会
長
職
務
代

理
者
に
津
田
文
則
氏
を
選
出
。
 

泉
 
谷
 
信
 
治

喜
良
市
（
選
挙
）
 

徳
 
田
 
長
 
弘
 

金
 
木

（
選
挙）
 

川
 
口
 
隆
 

蒔
 
田
（
選
挙
）
 

中
 
谷
 

肇
 

川
 
倉
（
学
識
経
験
）
 

小
山
内
 
高
 
志

嘉
 
瀬
（
選
挙
）
 

係
の
調
整
、
 

農
地
等
の
交

換
分
合
、
農

地
等
の
あ
っ

せ
ん
等
 

・

農
政
関
係

農
業
振
興
、
 

制
度
資
金
、
 

農
家
台
帳
の

整
備
・
保
管
、
 

農
業
者
年
金

等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
 

【農
業
委
員
会
】
 

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
設
け

ら
れ
、
農
業
委
員
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
る
町
の
行
政
委
員
会
で
あ
る

と
同
時
に
農
業
、
農
業
者
の
公
的

に
認
め
ら
れ
た
代
表
機
関
で
、
選

挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
委
員
（
十

名
）
と
町
長
が
農
協
、
 

加
賀
谷
 
勝
 
雄
 

原
 
田
 
繁
 
福
 

喜
良
市
（
金
木
農
協
）
 

藤
 
枝
（
選
挙
）
 

◆
会
 
長
 

古
 
川
 
幸
 
治
 

喜
良
市
（
選
挙
）
 

農
業
共
済
組
合
、
学

識
経
験
者
か
ら
選
任

す
る
委
員
（
六
名
）
 

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
 

主
な
業
務
と
し
て
 

・

農
地
関
係

農
地
等
の
利
用
関
 

◆
委
 
員
 

鳴
 
海
 
彦
 
一
 

嘉
 
瀬
（
選
挙
）
 

◆
会
長
職
務
代
理
者

三
 
潟
 
成
太
郎

川
 
倉

（
選
挙）
 

◆
会
長
職
務
代
理
者

洋
 
田
 
文
 
則

嘉
 
瀬

（
選
挙）
 

須
 
崎
 
悠
 
悦
 
秋
 

谷
 
正
 
義
 

嘉
 
瀬

（
共
済組
合
）
 

喜
良
市

（
学識
経
験
）
 

土
 
岐
 
輝
 
雄
 

嘉
 
瀬

（
嘉
瀬農
協
）
 



国
道

翻
号

線
に

観

光
案

内

板
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所
で
は
、
 

管
内
の
五
所
川
原
市
、
板
柳
・
金

木
・
中
里
・
鶴
田
町
、
市
浦
・
小

泊
村
の
国
道
三
三
九
号
線
に
各
市

町
村
の
観
光
案
内
板
を
設
置
し
、
 

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
案
内
板
は
、
縦

ー
メ
ー
ト

ル
四
十
六
セ
ン
チ
、
横
ー
メ
ー
ト

ル
八
十
六
セ
ン
チ
で
、
反
射
プ
リ

ン
ト
を
使
用
し
て
い
る
た
め
夜
間

で
も
車
の
ヘ
ツ
ド
ラ
イ
ト
で
美
し

く
浮
か
び
上
が
り
、
道
路
の
美
し

い
景
観
づ
く
り
、
屋
外
の
情
報
メ

デ
ィ
ア
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
 

ガ
ー
デ
ン
を
設
置
し
て
縄
文
荒
吐

太
鼓
三
部
作
や
林
あ
さ
美
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

・
ラ
イ
ブ
、
麻
生
詩
織
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
、
 

郷
土
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
 
『金
木

の
四
季
』
に
は
、
嘉
瀬
の
奴
踊
り
 

や
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
な
ど
金
木

町
が
誇
る
郷
土
芸
能
が
一
同
に
揃

う
パ
ワ
フ
ル
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

訪
れ
た
人
は
、
思
い
思
い
の
祭

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

津
軽
の
火
祭
り
実
行
委
員
会
 

（
実
行
委員
長
H

田
中
勇
治
）
が

主
催
す
る
第
九
回
津
軽
の
火
祭
り

が
七
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の

両
日
、
金
木
町
役
場
前
特
設
会
場

で
開
か
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
 

火
祭
り
は
、
そ
の
年
の
五
穀
豊

穣
と
安
全
を
祈
願
し
、
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
九
年
目
に

な
り
ま
す
。
 

会
場
は
夜
店
コ
ー
ナ
ー
や
ビ
ア
 

J
,
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ト職 業 ( リクルートコスモス
ト氏 名 三浦 寛 社員
ト年 齢 60歳 
ト出身地 青森市 

（金木には 3 年聞） 
ト家 族 妻と子供が 3 人 

J 

永
年
勤
め
て
い
た
清
水
建
設
を

今
年
定
年
退
職
し
不
動
産
販
売
業

の
脚
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
に
再

就
職
し
ま
し
た
。
首
都
圏
を
中
心

に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
土
地
取
得
、
建

築
販
売
を
生
業
と
し
て
い
る
会
社

で
す
。
今
ま
で
研
究
所
や
技
術
部

で
専
門
分
野
に
携
わ
っ
て
お
り
、
 

そ
の
技
術
が
生
か
せ
社
会
に
還
元

で
き
る
こ
と
は
有
り
難
い
こ
と
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
 

父
は
林
野
庁
の
役
人
を
し
て
い

た
都
合
で
転
勤
が
多
く
、
転
校
、
 

転
校
の
連
続
で
し
た
。
そ
の
う
ち

金
木
に
は
中
学
二
年
か
ら
三
年
間

住
ん
で
お
り
、
学
生
時
代
、
大
学

を
除
き
一
番
長
く
暮
ら
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
中
学
校
が
焼
け
、
 

農
場
を
借
り
て
の
授
業
や
七
面
鳥

に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
天
気
の
 

良
い
日
の
屋
上
で
の
授
業
、
嘉
瀬

の
ス
キ
ー
場
、
芦
野
公
園
の
ボ

ー
 

ト
、
花
見
な
ど
思
い
出
は
貴
重
な

宝
物
で
す
。
 

金
木
で
の
特
出
す
べ
き
は
人
の

優
し
さ
。
中
学
校
の
恩
師
山
田
先

生
か
ら
は
今
も
っ
て
便
り
を
い
た

だ
い
て
お
り
人
生
の
師
と
仰
い
で

い
ま
す
。
 

今
ず
う
ず
う
し
く
も
「
ふ
る
さ

と
か
な
ぎ
会
」
 
の
理事
の
端
く
れ

に
納
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は

御
承
知
の
よ
う
に
東
京
及
び
周
辺

県
の
金
木
出
身
者
、
縁
の
あ
っ
た

者
の
集
ま
り
で
す
。
郷
土
を
語
る

仲
間
の
生
き
生
き
し
た
輝
き
。
会

を
通
じ
宝
物
が
増
え
ま
し
た
。
 

共
通
し
た
思
い
は
金
木
の
皆
様

の
幸
せ
と
発
展
で
す
。
 

い
じ
め
根
絶
に

つ
い
て

意
見
交

換
 

金
木
町
連
合
P
T
A

（
会長
H
 

今
淳

一
）
が
主
催
す
る
同
町
連
合
 

P
T
A
研
修
会
が
こ
の
ほ
ど
開
か
 

ト
鳴
海
里
恵
さ
ん
が
意
見
発
表
 

れ
、
第

一
回
研
修
テ
ー
マ
『
あ
な

た
は
子
ど
も
の
姿
が
見
え
て
い
ま

す
か
』
と
題
し
、
最
近
の
い
じ
め

対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
 

低
年
齢
化
の
傾
向
に
あ
る
い
じ

め
に
P
T
A
活
動
を
通
し
て
、
お

互
い
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
子
ど

も
の
未
来
を
考
え
、
心
身
共
に
健

康
で
、
創
造
性
豊
か
な
子
ど
も
の

育
成
を
目
指
そ
う
と
学
校
関
係
者

等
約
六
十
名
が
参
加
。
 

今
会
長
が

「
い
じ
め
に
よ
る
自

殺
が
連
日
報
道
さ
れ
、
私
た
ち
の

地
域
で
も
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
 

で
な
い
。
こ
の
会
が
親
と
子
の
パ

イ
プ
役
に
な
れ
れ
ば
」
と
挨
拶
。
 

引
き
続
き
成
田
勝
義
教
育
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 こ
の

後
、
私
設
美
術
館
館
長
の
楼
庭

利
弘
さ
ん
が

「子
ど
も
を
認
め
る
」
 

と
題
し
て
講
演
。
 

最
後
2
喜
良
市
小
六
年
の
桑
田

志
穂
さ
ん
と
金
木
南
中
三
年
の
鳴

海
里
恵
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
 
「い
じ

め
で
学
ん
だ
こ
と
」
 
「い
じ
め
を

な
く
す
た
め
に
」
と
題
し
て
、
自

ら
の
体
験
を
通
し
て
意
見
を
発
表

し
ま
し
た
。
 

津
軽
フ
ア
ツ

シ
ョ

ン
 

創
立

十

周
年
 

金
木
町
の
誘
致
企
業
で
あ
る
津
 

軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

（
株）
 
（社
長
 

H
鈴
木
和
雄
 
社
員
四
十
三
名
）
 

が
創
立
十
周
年
を
迎
え
、
こ
の
ほ

ど
金
木
町
中
央
公
民
館
で
記
念
式

典
を
開
き
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
鈴
木
社
長
が
「
十

周
年
を
迎
え

ー
つ
の
企
業
が
根
づ

く
よ
う
に
有
志
を
頂
き
、
社
員
と

行
政
に
感
謝
し
て
い
る
。
 こ
れ
か

ら
も
一
歩
一
歩
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
。
引
き
続
き
、
 

勤
続
十
年
の
十
二
名
に
鈴
木
社
長

と
田
中
勇
治
町
長
か
ら

一
人
一
人
 

に
「
ご
苦
労
様
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
田
中
町
長
と
桑
田
茂

副
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
祝
宴
に

移
り
ま
し
た
。
 

勤
続
十
年
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
。
 

▼
木
村
清
悦
 
秋
元
敬
子
 
伊
丸

岡
恵
美
子
 
今
久
美
子
 
今
よ
し

子
 
斎
藤
祥
子
 
西
村
キ
ョ
エ

松
川
君
江
 
柳
谷
ひ
で
子
 
今
ち

か
子
 
米
谷
悟
 
鳴
海
静
子
 

▲鈴木社長が挨拶 

(
 

験

ま
ち

の
で
「ぎ
こ
と
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川
倉
小
学
校
P
T
A
 

親
子
キ
ャ
ン
プ
 

川
倉
小
学
校
P
T
A

（
会
長
【
 

泉
谷
雅
彦
）
が
主
催
す
る
『
平
成
 

ト
火
の
女
神
か
ら
分
火
 

八
年
度
川
倉
小
学
校
P
T
A
親
子

キ
ャ
ン
プ
』
が
七
月
十
九
日
・
一
一

十
日
の
日
程
で
開
か
れ
、
夏
休
み

前
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
し

た
。
 

夏
休
み
に
入
る
に
あ
た
り
、
P
 

T
A
親
子
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
親

子
の
ふ
れ
あ
い
、
児
童
相
互
の
ふ

れ
あ
い
、
P
T
A
の
ふ
れ
あ
い
を

よ
り
深
め
よ
う
と
、
児
童
七
十
一

名
、
父
母
五
十
名
が
参
加
。
 

開
会
に
先
立
ち
、
泉
谷
会
長
が
 

「子
供
達
は
こ
こ
ま
で
準
備
を
し
て

く
れ
た
父
母
に
感
謝
し

な
が
ら

様
々
な
グ
ル
ー
プ
活
動
に
積
極
性

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と

挨
拶
。
こ
の
後
、
チ
ー
タ
ー
、
ス

ワ
ロ
ー
、
タ
イ
ガ
ー
の
各
チ
ー
ム

に
分
か
れ
た
子
供
達
は
、
父
母
の

指
導
の
下
、
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
 

ァ
イ
ヤ
ー
の
準
備
、
大
小
合
わ
せ

て
二
十
七
個
の
テ
ン
ト
設
営
を
楽

し
ん
で
こ
な
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

午
後
七
時
に
は
同
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
 

が
行
わ
れ
、
火
の
女
神
に
扮
し
た

泉
谷
会
長
と
児
童
三
人
が
た
い
ま

つ
を
片
手
に
登
場
。
 グ
ラ
ウ
ン
ド

の
中
央
に
設
置
し
た
井
桁
に
火
の

玉
を
投
下
さ
せ
、
参
加
者
全
員
に

分
火
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を

囲
ん
で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ゃ
花

火
大
会
を
行
う
と
楽
し
い
気
分
も

最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
 

就
寝
場
所
で
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場

へ
歩
い
て
移
動
す
る
際
に
は
、
き

も
だ
め
し
ゃ
私
設
美
術
館
館
長
の

楼
庭
利
弘
さ
ん
に
よ
る
怖
い
お
話

し
な
ど
内
容
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い

キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

A中里町から田中町長に手渡す 

青
空
リ
レ
ー
式
 

交
通
安
全
大
会
 

金
木
警
察
署
管
内
の
二
町
二
村

が
七
月
十
八
日
、
交
通
安
全
旗
を

リ
レ
ー
し
な
が
ら
夏
の
交
通
安
全

運
動
を
P
R
す
る
「
青
空
リ
レ

ー
 

式
交
通
安
全
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

交
通
安
全
大
会
は
、
小
泊
、
市

浦
、
中
里
、
金
木
の
交
通
安
全
対

策
協
議
会
が
実
施
し
た
も
の
で
、
 

各
町
村
内
の
中
心
街
を
パ
レ
ー
ド
。
 

最
終
地
点
の
金
木
町
で
は
、
金

木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
町
民
等

約
五
百
名
が
見
守
る
中
、
中
里
町

か
ら
田
中
町
長
に
リ
レ
ー
旗
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。
 

緑茶の効用 

風邪から成人病予防 

健
康
飲
料
と
し
て
、
 

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
お

茶
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
な
に
よ

り
の
健
康
茶
と
し
て
改

め
て
見
直
さ
れ
て
い
る

の
は
、
私
た
ち
日
本
人

に
最
も
な
じ
み
の
深
い
 

緑
茶
で
す
。
 

昔
か
ら
「
お
茶
屋
さ
ん
は

風
邪
を
ひ
か
な
い
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
緑
茶
に
は
風

邪
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役

立
つ
ビ
タ
ミ
ン
C
を
は
じ
め
、
 

各
種
の
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
 

フ
ッ
素
化
合
物
が
豊
富
な

た
め
、
虫
歯
の
予
防
に
も
役

立
ち
ま
す
。
お
茶
で
ロ
を
ゆ

す
い
だ
り
、
一
っ
が
いを
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
マ
ナ
ー
の

上
で
は
は
し
た
な
い
行
為
と

さ
れ
そ
う
で
す
が
、
実
は
虫
歯
や
口

臭
の
防
止
に
は
十
分
に
意
味
の
あ
る

こ
と
な
の
で
す
。
 

さ
ら
に
、
緑
茶
の
渋
み
成
分
で
あ

る
力
テ
キ
ン
と
い
う
成
分
に
も
、
歯

を
強
く
し
、
虫
歯
の
原
因
と
な
る
雑

菌
を
殺
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
 

近
年
、
緑
茶
が
再
評
価
さ
れ
て
き
て

い
る
理
由
の
多
く
は
、
こ
の
力
テ
キ

ン
に
あ
り
ま
す
。
力
テ
キ
ン
に
は
、
 

食
中
毒
菌
な
ど
の
殺
菌
、
イ
ン
フ
ル
 
 工

ン
ザ
な
ど
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
防
止

の
ほ
か
、
高
血
圧
、
心
臓
病
な
ど
の

成
人
病
を
予
防
す
る
働
き
が
あ
る
の

で
す
。
 

さ
ら
に
、
細
胞
の
突
然
変
異
を
抑

制
す
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
が
ん
の

発
生
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
茶
の
生
産
で
知
ら
 

れ
る
静
岡
県
の
が
ん
死
亡
率

で
 
は

全
国
に
比
べ
て
低
く
、
特
 

山
よ
 
に県
内
有
数
の
生
産
地
域
で

は
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が

全
国
平
均
の
四
分
の
一
程
度

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
効

用
は
、
す
ぐ
に
現
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
 

大
き
な
効
果
を
期
待
す
る
あ

ま
り
、
無
理
に
た
く
さ
ん
飲

ん
で
も
、
そ
れ
を
長
続
き
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

飲
む
量
や
濃
さ
を
自
分
の
好
 

み
に
合
わ
せ
、
香
り
と
味
を
楽
し
み

な
が
ら
、
緑
茶
の
飲
用
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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町
議
会
三
月
定
例
会
 

さ
る
三
月
十
五
日
か
ら
の
一
般

質
間
で
、
中
谷
秀
八
、
吉
田
俊
逸
、
 

吉
崎
正
光
、
沢
田
茂
の
四
議
員
が

登
壇
。
田
中
町
長
は
次
の
よ
う
に

答
弁
し
た
。
 

中
谷
秀
八
議
員
 
一
、
新
食
糧

法
下
で
の
農
業
に
対
す
る
町
の
基

本
方
針
を
示
せ
。
 

一
、
施
設
栽
培
の
集
団
化
と
既
存

施
設
で
の
冬
期
栽
培
は
ど
う
す
る

の
か
。
 

一
、
美
し
い
自
然
と
文
化
遺
産
が

あ
る
が
、
今
後
の
町
づ
く
り
と
商

業
振
興
を
ど
う
結
び
つ
け
て
進
め
 
 る

の
か
。
 

一
、
川
倉
小
学
校
の
児
童
減
少
の

対
策
と
し
て
、
付
近
に
住
宅
を
建

設
し
て
は
ど
う
か
。
 

田
中
町
長
 
一
、
銘
柄
米
の
な

い
青
森
県
に
あ
っ
て
金
木
以
北
は

自
然
気
象
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

量
よ
り
質
で
青
系
一
一
五
号
に
期

待
し
て
い
る
。
複
合
農
業
の
ー
つ

と
し
て
野
菜
施
設
の
整
備
に
も
努

力
し
て
い
る
。
 町
政
だ
け
で
な
く

農
協
も
先
手
を
取
っ
て
ほ
し
い
。
 

一
、
個
々
で
は
弱
い
部
分
も
あ
る

の
で
施
設
栽
培
の
集
団
化
は
当
然

必
要
で
あ
る
。
既
存
施
設
の
冬
期

栽
培
は
暖
房
施
設
等
が
必
要
と
な

る
が
、
経
費
的
に
み
て
収
入
に
つ

な
が
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。
 

一
、
町
づ
く
り
で
の
観
光
客
の
増

に
よ
り
商
業
振
興
を
行
う
。
公
園

と
商
店
街
を
結
ぶ
金
木
小
学
校
通

り
、
斜
陽
館
か
ら
の
浦
町
通
り
広

域
農
道
の
藤
枝
と
公
園
を
結
ぶ
道

路
な
ど
ア
ク
セ
ス
整
備
を
実
施
し

て
い
る
。
商
工
会
へ
も
財
政
の
許

す
限
り
助
成
等
を
し
た
い
。
 

一
、
住
宅
建
設
も
児
童
減
少
の
歯
 
 止

め
と
な
る
計
画
の
ー
つ
と
し
て

検
討
す
る
。
 

吉
田
俊
逸
議
員
 
一
、
人
口
定

住
化
に
は
町
営
住
宅
建
設
よ
り
宅

地
分
譲
が
有
効
的
で
は
な
い
か
。
 

一
、
農
業
後
継
者
の
育
成
に
農
業

公
社
を
設
立
し
て
若
い
人
達
の
一
雇

用
を
し
て
は
ど
う
か
。
 

町
長
 
一
、
公
社
的
な
も
の
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
土
地

の
取
得
費
、
造
成
費
、
借
入
利
子

等
を
考
慮
し
て
分
譲
地
の
価
格
が

決
定
さ
れ
る
の
で
売
れ
る
か
ど
う

か
検
討
し
た
い
。
 

一
、
農
業
公
社
の
水
田
が
ー
ケ
所

に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
 

農
家
の
月
給
制
の
導
入
、
休
業
日

の
設
定
等
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
た

い
 
。
 吉

崎
正
光
議
員
 
一
、
農
業
、
 

商
工
業
、
観
光
、
文
教
、
福
祉
の

町
の
現
状
を
把
握
し
て
い
る
か
。
 

一
、
観
光
開
発
と
文
化
、
芸
術
を

関
連
さ
せ
て
町
づ
く
り
を
し
て
は

ど
う
か
。
 

町
長
 
一
、
費
の
河
原
、
十
一
一

本
ヤ
ス
な
ど
の
観
光
資
源
、
桜
庭
 
 美

術
館
の
よ
う
な
芸
術
資
源
、
瀬

尾
さ
ん
の
造
る
ヒ
バ
の
曲
物
な
ど

数
々
の
資
源
を
町
の
活
性
化
の
一

分
野
と
し
た
い
。
 

成
田
教
育
長
 
太
宰
会
に
よ
る

太
宰
治
の
勉
強
会
、
走
れ
メ
ロ
ス

マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
津
軽
三
味
線
発

祥
の
地
に
よ
る
三
味
線
教
室
の
実

施
町
文
化
財
審
議
委
員
に
よ
る
文

化
遺
産
の
再
発
見
、
町
文
化
賞
の

整
備
等
を
し
て
町
づ
く
り
を
進
め

た
い
。
 

沢
田
茂
議
員
 
一
、
青
森
地
方

法
務
局
金
木
出
張
所
の
廃
止
に
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
。
 

一
、
平
成
五
年
度
の
市
町
村
民
所

得
推
計
で
当
町
が
県
内
で
ビ
リ
か

ら
三
番
目
で
あ
る
こ
と
へ
の
見
解

を
示
せ
。
 

一
、
町
の
財
政
状
況
の
改
善
に
対

す
る
施
策
を
示
せ
。
 

一
、
滞
納
町
税
の
整
理
を
ど
の
よ

う
に
実
行
し
て
い
く
の
か
。
 

一
、
水
道
事
業
に
対
す
る
経
営
上

か
ら
の
見
解
を
示
せ
。
 

一
、
臨
時
的
任
用
職
員
の
現
状
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
の
方
針
を
 
 示

せ
。
 

一
、
除
排
雪
事
業
計
画
の
見
直
し

を
す
べ
き
で
な
い
か
。
 

一
、
い
じ
め
対
策
、
各
学
校
へ
の

除
雪
機
の
配
置
、
学
校
当
直
の
廃

止
、
空
教
室
の
利
活
用
、
津
軽
鉄

道
嘉
瀬
駅
の
無
人
化
に
対
す
る
対

策
を
示
せ
。
 

一
、
高
齢
者
向
け
住
宅
の
建
築
を

着
手
で
き
な
い
か
。
 

町
長
 
一
、
国
の
方
針
で
統
合

の
計
画
で
あ
る
と
聞
き
、
驚
い
て

い
る
。
関
係
機
関
に
強
力
に
陳
情

し
て
金
木
出
張
所
の
存
続
を
強
く

要
請
し
た
い
。
 

一
、
 一
朝
一
タ
に
は
い
か
な
い
が

町
民
の
所
得
の
増
大
に
努
力
し
た
 

し
 一

、
公
債
費
比
率
は
高
く
な
っ
た

が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
で

は
な
い
。
経
常
経
費
、
と
く
に
人

件
費
や
補
助
金
の
節
減
に
努
力
す

る
。
 

一
、
担
税
能
力
が
あ
り
な
が
ら
滞

納
し
て
い
る
人
に
は
差
押
え
等
の

強
硬
手
段
で
臨
む
。
 

一
、
平
成
十
年
度
に
十
五
％
の
水
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」H
い藩
津
浮
廷
露
逢
湾
鍵
汗

ー
 

」
★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
民
 

（
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま
す
。
 

<
 

（
  
。5
31
3
5
8
1
)
 

 

〉
 
ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪
華
桐
 

一
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り
ま
す
o
 

HAPPY Wedding 

この度めでたく「かなぎ公民館ブライダル」 （企画・進行＝事務

局「金木町中央公民館」）によりカップルとなられた方々をご紹介

いたします。 

<
I
 

一
ル
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一
 
（
 
 

4
 
 
，

'
 
 

t
r
 

、
 

」
  

ジ
 

、【
 
r
 し
、、
 
‘
 

一、
一ー
  

一
川
 『
 

v
一
“、
 
 

J
 

二

り
 
ソ
 
 

l
 
i

A
  

へい I 
電 	、 	

、 	’ 
七」 

一 	 ‘ 

瞬’ 
1996. 7. 6 
新郎津 島

新婦石 川 

和 

貴 

孝さん（金 木） 

子さん（中里町） 

1996. 7. 21 
新郎鎌 田

新婦阿 部 

誠 

妃 

さん（嘉 瀬） 

さん（中里町） 

へ
 

道
料
金
の
ア
ッ
プ
を
予
定
し
て
い

る
。
留
保
資
金
な
ど
関
係
な
く
全

て
水
道
料
金
だ
け
で
経
営
が
で
き

る
状
況
で
は
な
い
。
 

一
、
水
道
課
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の

掃
除
、
保
育
所
の
用
務
員
、
小
学

校
の
給
食
員
な
ど
が
あ
る
が
、
臨

時
的
任
用
で
長
期
に
な
っ
て
い
る

人
が
多
い
。
職
員
定
員
の
適
正
化

に
向
か
っ
て
努
力
し
た
い
。
 

一
、
積
極
的
に
除
排
雪
を
実
施
し

て
い
る
。
 一
晩
に
大
雪
が
降
る
の

で
町
民
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
も

あ
る
が
、
暖
気
時
に
轍
が
で
き
な

い
よ
う
除
雪
を
し
て
い
る
。
 

一
、
町
営
住
宅
の
申
し
込
み
者
も

相
当
数
残
っ
て
い
る
の
で
こ
の
人

達
を
も
考
慮
し
て

一
人
暮
ら
し
老

人
の
住
宅
の
建
設
を
考
え
た
い
。
 

成
田
教
育
長
 
常
に
問
題
意
識

を
持
っ
て
い
じ
め
根
絶
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
除
雪
機
は
金
木
中
と

喜
良
市
小
に
あ
る
が
、
他
校
へ
も

必
要
に
よ
り
配
置
を
考
え
た
い
。
 

機
械
警
備
は
川
倉
小
が
実
施
し
て

い
る
が
、
他
校
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。
空
教
室
の
利
活
用
に
つ
い
 
 て

は
各
校
と
相
談
し
、
要
望
に
応

え
た
い
。
嘉
瀬
駅
の
無
人
化
は
、
 

津
軽
鉄
道
と
相
談
し
て
利
用
し
て

い
る
生
徒
等
に
不
便
を
か
け
な
い

よ
う
対
処
し
た
い
。
 

ま
た
、
同
議
会
に
お
い
て
次
の

事
項
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
 

議
案
第
＋
ニ
号
 
平
成
七
年
度
金

木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六

号
）
の
件
 

議
案
第
十
三
号
 
平
成
七
年
度
金

木
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

（
事
業勘
定
）
補
正
予
算
（
第
三

号
）
の
件
 

議
案
第
十
四
号
 
平
成
八
年
度
金

木
町

一
般
会
計
予
算
の
件
 

議
案
第
＋
五
号
 
平
成
八
年
度
金

木
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

（事
業
勘
定
）
予
算
の
件
 

議
案
第
＋
六
号
 
平
成
八
年
度
金

木
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
の

件
 

議
案
第
＋
七
号
 
平
成
八
年
度
金

木
町
水
道
事
業
会
計
予
算
の
件

議
案
第
十
八
号
 
平
成
八
年
度
金

木
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
 
 計

予
算
の
件
 

議
案
第
＋
九
号
 
金
木
町
土
地
改

良
事
業
の
施
行
に
関
す
る
件

議
案
第
ニ
十
号
 
金
木
町
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
ニ
十
一
号
 
伊
藤
忠
吉
、
 

万
寿
子
記
念
奨
学
基
金
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
ニ
＋
ニ
号
 
平
成
七
年
度

金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

七
号
）
の
件
 

議
案
第
ニ
＋
「
盲
ち
 財
産
取
得
の

件
 

報
告
第
一
号
 
平
成
八
年
度
金
木

町
土
地
開
発
公
社
予
算
書
提
出
の

件
 

発
議
第

一
号
 
金
木
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
選
挙

の
件
 

発
議
第
ニ
号
 
金
木
川
改
修
事
業

促
進
特
別
委
員
会
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

発
議
第
三
号
 
金
木
川
改
修
事
業

促
進
特
別
委
員
会
議
員
選
任
の
件

発
議
第
四
号
 
金
木
町
財
政
構
造

等
に
対
す
る
意
見
書
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お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

ー
裂
き

織
り
教
室
 

▲裂き織り教室の皆さん 

・油揚げのうの花詰 

材 料（4人分） 

小揚げ 4枚 

おから 	100 g 
人 	参 	40 g 
いんげん 80 g 
鶏ひき肉 60 g 

だ し汁 240 g 

しょう油 大サジ2弱 

砂 糖 大サジ1強 

塩 	L2g 

ね
 
ぎ
 

2
0
 
g
 

ぎ

汁

油
糖
 

し
よ
 

ね
だ
し

砂
 

し
、
り
 

塩
 

裂
き
織
り
教
室
は
、
今
か

ら
七
年
前
に
開
講
。
途
中
休

講
そ
し
て
、
当
時
生
徒
と
し

て
参
加
し
て
い
た
葛
西
や
え

子
さ
ん
が
現
在
、
講
師
と
し

て
再
び
始
ま
り
し
た
。
 

生
徒
さ
ん
は
、
主
婦
十
11
1
 

名
。
家
事
の
合
間
を
麟
っ
て

参
加
し
て
い
ま
す
。
機
が
一
一

台
か
ら
三
台
に
増
え
て
も
、
 

月
に
二
回
の
教
室
だ
け
で
は

集
中
し
て
い
て
も
、
作
業
が

な
か
な
か
先
に
進
ま
な
い
そ
 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
 

老
齢
福
祉
年
金
を受
け
取

っ
た
ら
、
国
民
年
金
証
書

を
提
出
し
ま
し
よ
う
 

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

方
は
、
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け

た
ら
国
民
年
金
証
書
を
役
場
に
提

出
し
て
下
さ
い
。
 

老
齢
福
祉
年
金
は
、
金
額
が
国

の
負
担
で
支
給
さ
れ
て
い
る
た
め
、
 

本
人
が
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
ゃ
、
本
人
や
配
偶
者
、
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以

上
で
あ
っ
た
と
き
は
、
支
給
が
制

限
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
本
人
や
家
族
の
前
 

年
の
所
得
状
況
な
ど
を
調
査
し
て
、
 

八
月
か
ら
向
こ
う
一
年
間
の
年
金

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定

し
、
支
給
額
を
年
金
証
書
に
記
入

し
ま
す
。
 

提
出
が
遅
れ
る
と
、
十
一
月
に

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
下
さ

い
。
 

ま
た
、
他
の
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
年
金
額
改
定
通
知
書

を
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

作り方 

①だし汁にしょう油、砂糖、塩を加えて小揚げを 2 

等分し、開いて袋にして煮る。 

②小揚げを取り出し、残った汁に人参、いんげん、 

鶏ひき肉、ねぎを入れて加熱し、野菜がやわらか

くなったらおからを加えて煮た物を小揚げに詰め

る。 

③みょうがの甘酢漬けなどを添えると料理が弓は立

ちます。 

今回は、材料からゴミの出ない自然と人に優しい 

1品です。 
食生活改善推進委員会 

う
で
す
。
そ
の
た
め
各
自
、
暇
を

見
つ
け
て
は
公
民
館
へ
織
り
に
出

か
け
て
い
ま
す
。
 

裂
き
織
り
と
は
、
古
く
な
っ
た

着
物
や
布
団
の
布
を
横
糸
に
し
、
 

縦
糸
を
ク
ロ
ス
さ
せ
、
重
ね
織
る

も
の
。
 

葛
西
講
師
は
 
「新
し
い
生
地
は

弾
力
性
が
あ
り
過
ぎ
て
馴
染
ま
な

い
が
、
古
い
糸
は
使
い
込
ま
れ
生

地
が
薄
く
な
っ
て
い
る
分
、
縦
糸

と
喧
嘩
し
な
い
の
で
し
つ
と
り
と

仕
上
が
り
ま
す
。
気
に
い
っ
た
色

の
生
地
が
無
い
場
合
は
、
生
徒
と
 
 草

木
染
め
を
施
す
事
も
あ
り
ま
す
。
 

一
つ
ー
つ
の作
業
過
程
は
た
し
か

に
地
味
で
す
が
手
を
抜
か
な
い
こ

と
が
大
事
」
と
話
し
ま
す
。
 

生
徒
さ
ん
の
中
に
は
、
旅
行
に

持
っ
て
行
っ
た
自
作
の
裂
き
織
り

の
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
が
好
評
で
、
 

お
友
達
の
分
も
作
っ
て
あ
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
か
。
 

裂
き
織
り
教
室
は
、
今
、
秋
に

行
わ
れ
る
金
木
産
業
文
化
ま
つ
り

で
、
展
示
、
販
売
す
る
ハ
ン
ド
バ

ッ
ク
や
ス
リ
ッ
パ
作
り
に
多
忙
な

毎
日
だ
そ
う
で
す
。
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あ
る
下
町
で
の
話
、
熊
さ
ん
の

家
に
八
っ
あ
ん
や
っ
て
き
た
。
 

「熊
さ
ん
、
こ
の
あ
い
だ
の
健
康

診
断
で
尿
に
糖
が
出
て
る
と
言
わ

れ
た
ん
だ
っ
て
？

・」
 

「う
ん
そ
う
な
ん
だ
よ
、
八
っ
あ

ん
。
健
康
診
断
の
前
の
日
に
、
腹

す
い
た
の
で
、
お
や
つ
に
鰻
頭
だ

の
羊
糞
だ
の
甘
い
物
を
た
ら
ふ
く

食
っ
た
か
ら
な
、
そ
れ
で
糖
が
出

た
ん
だ
ろ
う
。
で
も
今
は
甘
い
も

の
を
食
っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫

だ
よ
」
 

「そ
う
だ
な
、
そ
う
い
え
ば
俺
も

去
年
の
健
康
診
断
で
糖
が
出
て
る

と
言
わ
れ
、
甘
い
物
を
や
め
て
煎

餅
と
か
、
甘
く
ね
え
物
を
お
や
つ

に
食
べ
て
ん
だ
。
ま
た
日
本
酒
も

甘
口
を
や
め
て
辛
口
に
変
え
た
ん

だ
。
ま
あ
痛
く
も
庫
く
も
無
い
の

で
い
い
じ
ゃ
な
い
の
」
 

そ
こ
へ
、
よ
た
ろ
う
が
や
っ
て
来

た
o
 

「
へ
ー
い
、
熊
さ
ん
、
八
っ
あ
ん
 
 何

を
話
し
て
い
る
ん
だ
い
？
」
 

「今
な
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
話
し

て
い
る
ん
だ
よ
」
 

「糖
尿
？
そ
う
い
え
ば
裏
町
の
半

平
さ
ん
、
知
っ
て
い
る
か
？
・」
 

「半
平
さ
ん
、
あ
の
屋
台
そ
ば
屋

の
半
平
さ
ん
か
、
そ
う
言
え
ば
、
 

最
近
見
な
い
な
」
 

「そ
う
だ
よ
、
昨
年
健
康
診
断
で

糖
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
た
ん
だ

が
、
忙
し
い
の
で
、
病
院
に
行
か

ず
に
い
た
ら
、
最
近
目
が
か
す
ん

で
き
て
、
商
売
が
出
来
な
く
な
っ

た
ら
し
い
よ
」
 

「熊
さ
ん
、
何
か
怖
く
な
っ
た
な
。
 

み
ん
な
で
物
知
り
の
横
町
の
ご
隠

居
さ
ん
に
糖
尿
に
つ
い
て
、
聞
い

て
み
よ
う
か
」
 

「う
ん
、
そ
う
だ
な
あ
」
 

と
言
っ
て
三
人
は
、
横
町
の
ご
隠

居
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
。
 

「
ご隠
居
さ
ん
、
糖
尿
病
と
は
何

で
す
か
？

・」
 

「八
っ
あ
ん
、
急
に
な
ん
だ
ね
、
 

ん
 

そ
う
か
、
糖
尿
病
と

は
、
血
液
の
中
の
糖

（
ブ
ドウ
糖
）
 

の
濃
度
が
い
つ
も
高
い
病
気
な
ん

だ
。
も
ち
ろ
ん
糖
尿
と
言
う
か
ら

尿
に
も
い
っ
ぱ
い
糖
が
出
て
る
ん

だ
。
甘
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い
食
べ

た
か
ら
、
尿
に
糖
が
出
る
訳
で
は

な
い
の
だ
よ
、
熊
さ
ん
。
ど
う
し

て
糖
尿
病
に
な
る
か
は
難
し
く
て

こ
の
ご
隠
居
は
分
か
ら
な
い
が
、
 

糖
尿
病
が
あ
る
と
、
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
が
悪
く
な
る
ら
し
い
。
怖
い

の
が
合
併
症
と
い
う
も
の
で
、
大

き
く
三
つ
あ
る
。
①
糖
尿
病
性
網

膜
症
、
②
糖
尿
病
性
腎
症
、
③
糖

尿
病
性
神
経
障
害
。
こ
の
合
併
症

は
、
す
ぐ
に
は
自
覚
症
状
が
現
れ

な
い
、
現
れ
た
と
き
は
、
そ
の
進

行
を
抑
え
る
く
ら
い
し
か
出
来
な

い
そ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
早
期
発

見
が
必
要
な
ん
だ
よ
、
八
っ
あ
ん

分
か
る
か
な
？
」
 

「そ
の
合
併
症
は
怖
い
ん
で
す
か

？
ご
隠
居
さ
ん
」
 

「も
ち
ろ
ん
怖
い
も
の
だ
よ
、
最

悪
の
場
合
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
は

失
明
、
糖
尿
病
性
腎
症
は
慢
性
腎

不
全
、
そ
の
後
透
析
、
そ
れ
に
糖

尿
病
性
神
経
障
害
は
、
手
足
の
感

覚
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
」
 

コ
」
隠居
さ
ん
、
怖
い
で
す
ね
ー
。
 

で
は
糖
尿
病
の
早
期
発
見
は
ど
う

す
る
ん
で
す
か
？
」
 

「そ
れ
は
、
健
康
診
断
を
ち
ゃ
ん

と
受
け
る
と
か
、
心
配
な
ら
病
院

な
ど
で
検
査
を
す
る
の
だ
。
検
査

は
、
血
糖
検
査
、
尿
検
査
な
ど
。
 

そ
れ
で
す
ぐ
糖
尿
病
と
診
断
出
来

る
場
合
が
あ
る
が
、
怪
し
い
と
な

る
と
、
更
に
甘
い
水
を
飲
む
検
査

が
あ
る
」
 

「
で
、
治
療
は
？
」
 

「治
療
に
は
三
つ
あ
る
。
①
食
事

療
法
（
一
日
廿
千
六
百
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
な
ど
）
、
②
運
動
療
法
（
一

日
廿
一
万
歩
な
ど
）
、
③
薬
物
療

法
（
経
口
血
糖
降
下
剤
、
イ
ン
ス

リ
ン
）
人
そ
れ
ぞ
れ
治
療
法
が
違

う
の
だ
」
 

「熊
さ
ん
、
俺
、
何
か
怖
く
な
っ

て
き
た
よ
。
早
速
明
日
、
金
木
病

院
に
行
っ
て
検
査
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば

ー
」
 

「ち
っ
と
待
っ
て
よ
、
八
っ
あ
ん

明
日
は
日
曜
だ
よ
！
・」
 

「あ
、
そ
う
か
、
そ
れ
じ
ゃ
、
今

日
の
う
ち
に
甘
い
物
を
た
ら
ふ
く

食
べ
る
か

ー
」
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金
木
病
院

力
ル
テ
⑩
 

落
語
「
糖尿
病
こ
ぼ
れ
話
」
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一
 

津

田
 
金

雄
（
7
3才
）
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

嘉 

瀬 

嘉嘉嘉金

瀬瀬瀬木 

P 

お
し
あ
わ
せ
に
 

露

難
）題
和
罷
 

、
白
戸
 
勝
義

（
清三
）
木
造
町
 

「
外
崎
 
礼
子

（
金男
）
金
 
木
 

霧
木真
”
り
一
銃
稽
（
 

（「
”
転
一
鷲
嚇
誘
 

沢柏津斎

田谷島藤 

愛な期舞g千ち 
都っナ捺菜確駕

金盲、命文 

美冠署葉 
金金金金

木木木木 

翁
叫
嬢
墜
錆
嘉
 

（
麟
難
一縄
騒
石
）
 

轟
英
警
鑓
紗
晒
 

（
鶏
碑
一鍵
驚

細
 

（
齢
鯛
一
き嘉
請

翁
野
牡
一鍵
鷺

“
 

（
麟
雌
雄
発
躍
秘
 

人

口
と
世

帯
 

7月末現在 前年同月比 

男 5,954人 △ 49人 

女 6,547人 △ 69人 

計 12,501人 △ 118人 

世帯数 3,911 	 11 

	ノ 

岩
村
 
優

希

（
弘男
）
 

蝦

名
 
優

香
（
賢

一
 

須
崎

み
晦
み
（
睦

土
岐
 

眺
琉
（
純

一
 

七

月
届
出
分
 

お
め
で
と

う
 

籍
 の

 窓
 

お

く
や
み
 

木
村
 
清
己

（
8
3才
）
金
 
木

松

尾
美
津

枝
（
8
5才
）
金
 
木

泉
谷
 
ッ
 
ル

（
8
6才
）
川
 
倉

桑
田
 

明
 
（
5
9才
）
喜
良
市
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は じめま して 

一
「
．
 

l
 

一
 
元
く
 

一
 
！
 

一
 

気
母
  

、一I
 

班
 
》
 

好
須

み
 
な
 
み
 

駒
 

＼
、
、
 

，
J
、
育
か
  

、
、一、
・
J

v、
ー
っ
ね
 

 

、1
、r
 i
L
v
 

 

L
【
 
て

子
  

IJ
・」
時
 

一ン
4 で 

漕 4I 
“ノ一 

明るく素直な桃の節句が似合う女の

子に育って下さい（父土岐純ーより） 

画繊
一
 

千ち 

鶴1 

一一 	、 

、ご～ ノ 

、 

菜な 

健康でスポーッの大好きな子に育

って欲しい（母斎藤真紀子より） 

" 
！踊こ 

～」 	てプ 
、、 

p，、篇』」fりr 二、，大(I 

'J 感 	17' 	/ 
ン 

、、柳 

、‘,,し 
”ョよ 

やさしい子に育ってほしい 

（母 津島麻利子より） 

畿 

▼ 

' 

愛な 

都っ 

健康第一！心も体も大きく 
育ってね（母 柏谷孝子より） 

健康に育ってほしいです 

（母 沢田智佳子より） 

1 	 、 

あなたの善意 

ありがとう 

ごさ’いました 

（敬称略） 

▼社会福祉協議会へ

桑田 キ セ 

（喜良市北本町） 

快気祝いのー部 

50,000円 × 	 ノ 

「
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慰
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司
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i
~

i
i

i

J
 

\
 
5月
1
7
日
 
嘉
瀬
地
区
路
上
 

一
 

、
ノ

青
と
緑
色
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
小

一

！
又
 
銭入
れ

ー
つ
 

一
 

杜

小
蹄
綿
日ナ
議
蕪
鋳
翫
竺
 

一
一
一
一
『

繰
壁

毅
舞
 

一
 

!
5
 心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
署
落
一
 

'
L
 
し
物
係
ま
で
。
 

一

／ー
 
〇
係
か
ら
 

一

一
 
こ
の
コ

ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
は

一
 

F
般
陽
企
埴
屋
は
茂

・
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ー
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・
ー
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